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平成２６年度第２回東郷湖活性化プロジェクト推進会議 会議録 

 

日 時  平成２７年３月２５日(水)午前１０時００分～午前１１時４５分 

場 所    湯梨浜町役場 ２階第１・２会議室 

 

 

１．開  会   

（仙賀副町長） 

  時間になりましたので平成２６年度第２回東郷湖活性化プロジェクト推進会議を開催

したいと思います。開会にあたりまして、山田会長からあいさつをお願いしたいと思い

ます。 

 

２．会長あいさつ 

（山田会長） 

おはようございます。推進会議にご出席いただきありがとうございます。この間、福

祉大学の学長が「自分は帝国主義者だ」と言うんですね。この時代に福祉の大学の先生

が、帝国主義者とはどういう事かと思っていたら、時間をきちっと守るという意味の定

刻主義者なんですね。この回も定刻主義で行きたいと思いますのでよろしくお願いしま

す。今、時代の大きなキーワードが「地方創生」と言われています。いろいろな市町村

が一生懸命地方創生のプログラムを作っていますけども、たぶんその決め手は「無い物

ねだり」するのではなくて「有る物の良さをいかに伸ばすか」という事だろうと。そう

いう意味ではこの東郷湖というのは湯梨浜の大きな財産だと。この湯梨浜をどうやって、

有る財産の東郷湖と他のいろいろな有る物を使って元気にしていくのか。そういう意味

でもこの活性化プロジェクトで考えられればいいなと思っています。それで、今日は２

６年度の下半期の進捗状況のご報告を受けながら、２７年度の計画、そして今申し上げ

た「地方創生」のことも話が出来ればいいなと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

３．町長あいさつ 

（仙賀副町長） 

続きまして、町長の方よりあいさつをお願いします。 

（宮脇町長） 

  はい。皆さんおはようございます。山田先生は、ちょうど卒業式ですとか、あるいは

看護大学の竣工、開校といったことを控えておられますし、大変お忙しい中ですが山田

先生をはじめ皆様方におかれましては、年度末の何かと慌ただしい中、ご参集いただき

ましてありがとうございます。今日は、先程山田先生が申された内容でご審議いただく

訳ですけれども、東郷池の周りは、２７年度は多少、より具体的なことが動き出すと。

今は既に「めぐみのゆ」の羽合よりの所の芝生が植えてある丘のような所に、芝桜を植

える作業を着手していただいていますし、「日米友好のハナミズキ」も採用と言いますか、
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採択と言いますか、湯梨浜町にアメリカからハナミズキをいただけるという事になりま

して、その植樹も４月には行えるという見込みとなっております。また、全国の市町村

の振興協議会というところが実施しております「地域の魅力を掘り起こす事業」という

ものがありまして、これは１千万円ずつ当の市町村にお金を出して地域づくりを支援す

るという制度なんですが、今年はそれに手を上げまして、申込の数が随分多く２００と

かそういう自治体から出てきておりまして、１千万は無理なので半額に落とされると思

いますけど、それも一応採択が決まりまして、それで、なかなか一般財源での対応は難

しいかなと思っていた天女のモニュメントあたりの部分についても、お金を充てれば進

むのでは、天女のモニュメントが作れるようになるかなと思っておりまして、そういっ

た意味で、より見える形で東郷湖の整備が進んでいくと思っております。この東郷湖活

性化プロジェクトは東郷湖の環境をベースに周辺の地域の魅力を高めながら、町の振興

を図ろうということでございまして、これまで皆さんより多大なご尽力を色々な方面よ

りいただいて参りまして感謝申し上げたいと思います。先程、山田会長のお話にもあり

ましたとおり「地方創生」ということでこれから始まります。要するに東京の人口の一

極集中を克服して是正し、地方を再生して地方に人が住み、子供の人口、生まれる数を

増やして、日本の人口の定着化を図るというものが、究極の目的のようでございまして、

そういった意味からも湯梨浜町にきちんと「魅力のあるそして足腰の強いまちづくり」

に一層励んで参りたいと思います。引き続き皆さんのご協力とお力添えをよろしくお願

い致したいと思います。本日はありがとうございます。 

 （仙賀副町長） 

  そうしますと、４番以降の会の進行つきましては、会長の方でお願いします。 

４．協議事項 

（山田会長） 

  はい。協議事項に入りますが、初めに時間設定です。いつもは１１時半頃で１時間半

ですが、意見交換を入れていますので場合によってはプラス１０分、１５分というとこ

ろで、１１時４０分から４５分をマキシマムの時間にしたいと思いますのでご了解くだ

さい。では、協議事項に入ります。（１）の「平成２６年度事業進捗状況について」とい

うことで、それぞれの担当の部分からご説明をいただきますが、資料の５ページからで

しょうか。ナンバーで申し上げますので、その№１から順にご説明をお願いします。下

半期ということで行きます。それでは№１お願いします。 

（１）平成２６年度事業進捗状況について 

№１「水草（セキショウ藻）の移植について」 

（前田町民課長） 

  はい。「水草（セキショウ藻）の移植」ということでございます。東郷池で新たに発

見されたセキショウモを移植して再生を図ろうという事業でございまして、昨年の１

０月５日に各団体に協力をいただきまして、移植を実施いたしました。現在、その経

過観察中でございます。目標に対する達成度は１００％という状況です。引き続きで

よろしいですか。 
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（山田会長） 

  はい。まず、環境部分をお願いします。 

№２「東郷池を守るアダプトプログラム制度の推進」 

（前田町民課長） 

   はい。２番「東郷池を守るアダプトプログラム制度の推進」ということでございま

す。２６年度につきましては、現在３０団体に活動していただいているんですけども、

新たに２団体の増を目標に活動して参りました。ただ、実質的には１団体しか増えな

かったということで、達成度は５０％という状況でございます。以上です。 

（山田会長） 

  はい。次、３番お願いします。 

№３「内水面の環境保全」 

（清水産業振興課長） 

  「内水面の環境保全」ということで、東郷池のクリーンアップ事業を実施しており

ます。漁協さんを中心に鋤簾（ジョレン）の方で、湖底のゴミを回収いたしました。

９月に終わっております。回収量は昨年並みの３．２ｔということで終わっておりま

す。以上でございます。 

（山田会長） 

  はい。４番お願いします。 

№４「稚魚放流調査」 

（中本企画課長） 

企画課長の中本です。ご説明させていただきます。「サケの稚魚放流調査」でござい

ます。進捗状況でございますけども、１１月１３日にサケの遡上調査を実施いたしま

した。東郷川の方でサケの遡上を確認したところでございます。それで、１２月につ

きましては、町報等ホームページに掲載させていただいたところでございます。１２

月２２日には発眼卵を受け取り、飼育を始めたところでございます。それで、３月２

０日に松崎幼稚園、東郷小学校の５年生、衛生研究所と合同で稚魚の放流を行ったと

いうところでございます。それで、今回１５０匹程度を町として放流したところでご

ざいます。目標としましては１００％ということでございます。以上です。 

（山田会長） 

   はい。今の１から４までで、何かご質問や確かめたいことがありましたらお願いし

ます。よろしゅうございますか。また、後ほどお聞きしますけども、パートパートで

時間を設けますのでありましたら、おっしゃってください。次の５番から１３番まで

の観光のところを行きたいと思います。５番お願いします。 

№５「池等の産物料理メニュー化促進」 

（清水産業振興課長） 

  はい。「池等の産物料理メニュー化促進」ということで、大きな目標はスッポン養殖

でございます。昨年、スッポンを養殖いたしまして、生存率５０％で目標の６０％に

届かなかったわけですが、１１月１１日に新たに稚ガメを４３０匹放流いたしました。

３月２６日、明日でございますがスッポン料理のお披露目ということで、明日、お披
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露目会を行うこととしております。それから、ウオーキング弁当でございます。商工

会女性部の方にお世話になって、ウオーキング弁当を出しております。２月末現在で

５７０個の販売となっておるところでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

  はい。６番お願いします。 

№６「カニバス事業」 

（清水産業振興課長） 

   「カニバス事業」でございますが、３月末がこの「カニバス事業」の終わりの時期

でございますが、１２月１３日から運行を開始しまして、利用者は昨年並みの４，５

００名程度となる見込みでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。７番をお願いします。 

№７「特産品販売促進活動」 

（清水産業振興課長） 

   はい。「特産品の販売促進活動」でございます。２０世紀梨を使った物とか、湯梨浜

アイス等を特産品としまして販売活動を推進したところでございます。大きなところ

で言いますと、１０月２３日から２４日にかけて東京アンテナショップにおいて特産

品の販売をして参りました。あと、３月１４日に湯梨浜アイスとフルーツ狩りをセッ

トにしました婚活イベントを実施したところでございます。３７名の方が参加されて

４組が成立したというふうにきいております。以上でございます。 

（山田会長） 

   ８番お願いします。 

№８「観光商品造成戦略活動」 

（清水産業振興課長） 

  はい。「観光商品造成戦略活動」でございます。これは、町観光協会と一緒になりま

して、着地型観光商品であります今滝の「滝床料理」等を維持推進し、町の誘客を促

進するという目的で実施してまいりました。町観光ガイドの組織の活動がスタートし

ておりまして、２月末で計３７回のガイドの活動を実施したところでございます。お

客様からも好評をいただいているというところでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。９番お願いします。 

№９「燕趙園エリア活性化事業」 

（亀田委員） 

はい。「燕趙園エリア活性化事業」です。燕趙園、望湖楼を発着とした遊覧船は諸事

情により、平成２６年度は運行はしておりませんが、燕趙園を主として道の駅燕趙園、

そして龍鳳閣等と連携して、来園者増加に努めて参りました。梅林散策などの他団体

の企画に参加したり、芝生広場でのグラウンドゴルフの利用者とか、エリアの賑わい

が増えていると思います。道の駅で販売の地元特産品も観光客に大変人気があって、

そちらの方も今後努力していきたいと思っております。以上です。 
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（山田会長） 

   はい。１０番お願いします。 

№１０「ハワイトライアスロン in ゆりはま」 

（清水産業振興課長） 

   はい。「ハワイトライアスロン inゆりはま大会」でございます。選手３２１人２３

組の参加がございました。ボランティアといたしましては、目標以上の４５０人に協

力いただきました。選手にアンケートを実施した結果は、そこに書いてありますよう

に、競技の面では９０％の方がほぼ満足という回答があったのですが、観光面での満

足度は、３０％という低い値となっております。２７年度においては、この観光面で

の満足度を増やしていきたいというふうに考えているところでございます。以上です。 

（山田会長） 

   はい。１１番お願いします。 

№１１「ゆりはま夏まつり」 

（中本企画課長） 

   「ゆりはま夏まつり」でございます。夏まつりの評価として、アクセス数の件数と

いう形でやっておりました。それで、アクセス数の目標値には達しなかった訳ですが、

今回、とまり夏まつり及び水郷祭の来ていただいた来客者数につきましては、昨年よ

りも５，０００人以上増加したという形で書いていますけども、主催者発表ですので、

もうちょっと少ないかもしれませんけども、当日は天候も良くて来ていただいた方が

多かったということでございます。以上です。 

（山田会長） 

 はい。１２番お願いします。 

№１２「中華コスプレプロジェクト」 

（中本企画課長） 

   はい。「中華コスプレプロジェクト」でございますけども、下半期ですが第７回の中

華コスプレアジア大会を開催いただいたところでございます。参加、交流は１９８名

が参加され、うち海外からは３４名の方が参加というところでございます。現在は、

第１８回中華コスプレ日本大会を告知して、３月２０日から受付を開始しているとい

うところでございます。評価といたしましては、第１５回日本コスプレにおきまして

は、前年度と概ね同程度の参加でありましたけども、来年度はポスター用の写真を公

募することを検討しているところでございます。第７回の中華コスプレアジア大会に

つきましては、今回は１９８名の参加と多くのプレーヤーに参加いただいたと。特に

外国人プレーヤーの参加は前年度を大きく上回ったということでございます。平成２

７年度からは更なる発展につなげるため、運営主体を燕趙園さんの方に移行していく

ということを計画しているということでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

はい。１３番お願いします。 
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№１３「東郷湖ドラゴンカヌー大会」 

（中本企画課長） 

   はい。「東郷湖ドラゴンカヌー大会」でございます。２６年度は８月１０日に開催す

る予定でありましたが、台風１１号の影響により中止ということでございます。それ

で、ドラゴンカヌー教室を２３回。下半期は３回でありますが、開催されたというこ

とでございます。それと県外のドラゴンカヌー大会に参加してＰＲを４回実施したと

いうことでございます。それと平成２７年度に劣化しているパドルを更新する予定と

いうところでございます。それで最終評価でございますが、２６年度は中止になった

ということでございますが、参加チームは７３チームの申し込みがあったということ

で、前年度と同程度の申込数であったということでございます。それと「前夜祭」と

いうことを計画されておりまして、マッチレース式のナイトドラゴンをする予定であ

ったということで、２７年度におきましても、このような形で進めていくというよう

なことでございます。以上です。 

（山田会長） 

   はい。いかがでしょうか。観光部門のところでご質問があればお願いします。 

観光分野質疑等 

（長谷岡委員） 

  ７番の特産品販売促進活動ですが、ちょっとそれとは関係なさそうなことですが、

婚活の話が出て、４組が成立したということだったのですが、これはカップルとして

成立したのか、最終目標の結婚にたどり着いたのかなというのが１つとですね。それ

から、トライアスロンのところでアンケートを実施されて、観光面の方が低かったと

いうことなんですけども、どういったところが満足に至らなかったとかの分析はされ

ているのでしょうか。 

（山田会長） 

  それでは、その２点についてお願いします。 

（清水産業振興課長） 

  最初の「恋活パーティー」についてでございます。先ほどご説明させていただいた

４組というのは、カップルが成立したところまででございます。それと、もう一つの

トライアスロンの関係でございます。観光面の満足度ということで、例えばトライア

スロンの開催で、テントを出しながら、そこでシジミの汁だとかの料理等を、他のテ

ントの所で飲食を提供したところでございます。そこでは、「美味しい」というような

評価をいただいたのですが「観光的な所で宿泊はどうしましたか。泊まられますか」

とか、「今後は何処に行ってみたい」というようなアンケートを書いていただくように

したんですけど、なかなか回答が、例えば「決めてない」とか「もう少しこういった

ものを提供してほしい」というような回答がありまして、まだ観光に対する満足度が

低調でないかなというようなところでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

  他にいかがでしょうか。よろしいですか。じゃあ、次は１４番から産業部門。    
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№１４「水源域森林育成作業」 

（清水産業振興課長） 

「水源域森林育成作業」でございます。竹林整備事業とあわせまして、タケノコの

生産の振興を図り、里山環境の改善を推進するということで取り組んで参りました。

２６年度につきましては４件で０．８ｈａ竹林整備を実施したところでございます。

２７年度においても既に２件の要望が出ておりまして、また、４月末に向けては「タ

ケノコ掘り」の体験イベントを現在検討しているところでございます。以上でござい

ます。 

（山田会長） 

１５番お願いします。 

№１５「エコファーマーの推進」 

（清水産業振興課長） 

   はい。「エコファーマーの推進」でございます。田んぼの田植えの時期にあわせまし

て、そこで肥料等を田の中に量を見ながら水を入れて代かきをするわけでございます

が、その代かきをした時にいっぱい水を入れておくと、トラクターで代かきをした場

合に、肥料と一緒に水路から池まで流れていくということで、「浅水代かき」というこ

とで、取水の水を少なくした取組みを農協等を通じて推進して参りました。その結果、

昨年３６％に比べて２６年度は４０％ということで若干ですが、「浅水代かき」につい

ては増えたというふうに考えているところでございます。ただ、果樹農家でございま

す。どうしても果樹農家におきましては、病害虫のために、薬剤散布するわけでござ

いますが、この分の取り組みがまだできていないということで、今後、果樹農家に対

するエコの推進を図りたいというふうに考えておるところでございます。以上です。 

（山田会長） 

   はい。１６番目お願いします。 

№１６「シジミの生息環境改善対策」 

（清水産業振興課長） 

   はい。「シジミの生息環境改善対策」でございます。シジミの量が激減しておりまし

て、これに対して町、それから県、漁協さんと一緒になりながら、昨年、陸上養殖を

試みたところでございます。現在、その稚貝でございますが、当初はこの春には池の

方に放流できるのではなかろうかというふうに進んでおりましたが、成育がちょっと

危ぶまれておりまして、現在、漁協さんの前の池の所の籠の中に稚貝を入れて成育を

観ているところでございます。秋には何とか池の中に放流できるのではなかろうかと

いうふうな計画をしているところでございます。詳しいことは、今日お見えになって

おられます古田所長の方にお聞きいただければ、その現状が分かるでなかろうかと思

いますので、古田所長その辺はよろしくお願いしたいと思います。 

 （山田会長） 

   じゃあ、お願いします。 

 （古田委員） 

   生息環境改善という大きな括りの中で、養殖と言うよりはどちらかと言うと「放流
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稚貝の生産」ということでやっています。陸で育てるものですから、十分なエサが必

要だということで、水門をある程度安定させる必要があるというようなこともあって、

若干成長に滞りがあるかなと。多くはエサの問題かなということで、池の方に移すと

いうことで、池の中の自然のエサを十分に与えるということで今対策をやっていると

ころです。 

（山田会長） 

   はい。今の産業部門いかがでしょうか。よろしいでしょうか。ご質問ありますか。 

産業分野質疑等 

（西尾中部事務所長） 

   ２０ページのシジミの関係ですけども、生産量が減少しているということですけど

も、経過とか推移とかの辺を若干教えていただきたいと思います。 

（古田委員） 

   はい。ちょっと古い経過ですけど、橋津川の改修の時にですね、大量の海水が入っ

てきて、その時に大発生がありまして、かなり海水が入ってくるので、水門を設置し

て池の中の塩分濃度、海水の量を制御するということを続けておられましたけども、

それによってシジミの産卵に必要な塩分濃度が不足するということが起こってきて、

平成１２年くらいに過去最低と言いますか、３００ｔ程あったのが１０ｔ程に減って

しまったということで、その時にどのように水門をコントロールすればシジミに良い

かという試験を平成１３年からさせていただいて、１４年度、１５年度の水門の操作

実験で、爆発的に稚貝が発生したということで、その後２００ｔのシジミを毎年生産

することができておりますけども、この平成２４年度に夏のかなりの高水温だとか、

それから海が高潮位で、雨が降らない、風が吹かないという年がございまして、それ

で酸欠だと思いますけども、折角大きくなったシジミが大量に壊死したと。その後、

従来どおり水門をコントロールしても、なかなか安定的な生産ができないということ

で、もう一度それを甦らせようということで、東郷湖漁協さんと共に新しい「水門操

作の高度化」という調査を今年度から開始しております。かなりの事が見えてきまし

て、現在、平成２４年度に大発生したシジミの稚貝が順調に成育しつつあって、今年

あたりから再び漁獲量が蘇ってくるかなと見ておりますけども、２５年度生まれ、２

６年度生まれが少ないと。平成２７年には、是非とももう一度大発生をということも

目論んでおりますけども、水門という物がございますので、操作一つでシジミが発生

したり、しなかったりというのがあるものですから、その辺りを、もちろん治水を第

一にして、水門をコントロールしながらシジミの生育環境を整えていくということを

考えていきたいと思います。 

（山田先生） 

  他にいかがでしょうか。じゃあ１７番以降の資源のところをお願いします。 

№１７「東郷池周辺地域の浸水対策」 

（岸田建設水道課長） 

   建設水道課です。「東郷池周辺地域の浸水対策」でございます。松崎から引地地区の

堤防の嵩上げでございます。東公園からポプラ付近の調査設計につきましては、２月
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末で完了し、３月末に一部工事を着手予定でございます。ポプラ付近から旭旅館付近

の調査設計につきましては、３月末で完了予定としております。樋門設計調査ですが、

新橋川ですけども、これにつきましても３月末で調査は完了予定です。それから、樋

門調査。今後、水明荘付近を１箇所追加予定でございます。東郷湖周辺等の嵩上げで

すが、県道長和田羽合線（門田地区）１工区は完了しております。２工区につきまし

ては、２７年６月末を完成予定としております。県道東郷羽合線（南谷地区）それか

ら東郷湖線（長和田地区）の測量設計は３月末で完了予定としております。なお、参

考といたしまして、町道門田長江中央線の１期工事は既に完了しております。現在２

期工事を実施中で、２７年７月に完成予定でございます。目標達成度ですが、河川事

業につきましては１００％でございます。道路事業の県につきましては９０％、道路

事業の町につきましては、９０％でございます。以上です。 

（山田会長） 

  はい。１８番お願いします。 

№１８「東郷湖周辺道路整備事業」 

（岸田建設水道課長） 

  はい。「東郷湖周道路整備事業」でございます。県道東郷羽合線藤津から宮内の区間

の歩道設置事業ですが、山切の区間の付近で１期工事は１１月末で完了しております。

山切の区間で２期工事は、現在工事実施中で、２７年８月頃に完成予定と聞いており

ます。県道倉吉青谷線松崎工区ですが、５月２３日に住民説明会を開催。計画ルート

の再検討及び地権者との交渉を実施いたしましたが、かなり難航をしていると聞いて

おります。今後、再度地元の意向を確認して、整備方針を検討する予定というふうに

聞いております。目標の達成度ですが、県道東郷羽合線につきましては９０％。県道

倉吉青谷線は１０％でございます。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。１９番お願いします。 

№１９「東郷荘絵図活用導入事業」 

（山田生涯学習・人権推進課長） 

   はい。「東郷荘絵図活用導入事業」ということで、東郷湖周辺の歴史の掘り起しです

とか、文化財の魅力の再発見、情報発信ということを目標に事業を進めさせていただ

いております。２６年度は５月に倭文神社で出土しました国宝の銅経筒が里帰りとい

うことでしたが、湯梨浜町は設備的に整っていないということで、町の方で受け入れ

はできませんでしたが、倉吉の方に返ってくるということで、それの展覧会というこ

とで、参加者を募って見学を行いました。それから９月には、「ふるさと再発見」とい

うことで、松崎地区を詳しく訪ねて歩くということで、講座を開催いたしております。

それから、１０月には、馬ノ山で出土いたしました「線刻人物埴輪」全国的に見ても

珍しい埴輪だということで、その魅力と共に東郷湖の変遷の過程から、その辺の文化

的な歴史までを含めて広い観点からご講演をいただきました。それから、情報の発信

ということでは、ガイドブックを作成したり、それから馬ノ山の標柱の整備、看板の

整備ということで、訪れた方に歴史に触れていただく機会を増やそうということで取
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り組みを進めております。以上です。 

（山田会長） 

  ２０番お願いします。 

№２０「ゆりはま塾」 

（中本企画課長） 

   「ゆりはま塾」でございます。町の歴史、伝統、自然等に関する講座で知識・技術

等を習得し、次世代への継承を図る人材育成という部分を目的として、実施して参り

ました。それで、毎月の学習会及び塾を開催されまして、最終的には２月２５日に修

了証書の授与ということで、終了したところでございます。それで、ホームページ等

で活動状況を公開してやってきたところでございます。それで、町としましてはゆり

はま塾を開催してきたわけですけども、最終的には観光ガイドの方に登録していただ

いて、そちらの方で今後は進めていくということにさせていただいたところでござい

ます。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。２１番お願いします。 

№２１「東郷湖・未来創造会議（天女のふる里づくり事業）」 

（中本企画課長） 

   はい。「東郷湖・未来創造会議（天女のふる里づくり事業）」でございます。今年度

は進捗状況としまして、８月６日でございますが、未来創造会議を開きましてフラワ

ーロード事業について協議を行ってきました。それで、部会の方で現地確認をしたり

というようなことで「どうやっていくか」「どこのあたりに花を植えていくか」という

ような協議をして参ったところでございます。３月２３日には第２回の会議でフラワ

ーロード事業について協議を行いました。これにつきましては、先程、町長の方もあ

いさつの方で申しましたが、４月に予定していますけども、日米友好ハナミズキの植

樹予定ということで、４月の下旬にはなるとは思いますけども、植樹祭というような

ことを、今計画をさせていただいているところでございます。それと、サミットの開

催ということで、天女サミットを１１月の２１日から２３日に開催しました。それで、

次回の天女サミットの開催については沖縄の宜野湾と協議を行っていますけども、今

のところ難しいのかなという報告を受けております。それと東郷池の周辺に５基の案

内看板を設置し、完了したところでございます。それと出雲山付近のトイレでござい

ますけども、施設の設計を実施し用地買収等を行い、平成２７年にはトイレの設置が

完了するというような予定でございます。最終評価の方でございますけども、天女サ

ミットでございますけども、福島県の川俣町、滋賀県の長浜市、京都府の京丹後市、

大阪府の高石市、沖縄県の宜野湾市という形で首長会議を開催し、今後の交流、連携

を促進していこうということで確認し、共同宣言を行ったところでございます。フラ

ワーロード事業につきましては、先程申しました日米友好ハナミズキが決定しました

ので、記念式典を開催するように計画しているところでございます。その他、長和田

地区に本年度から５カ年計画でございますが、県の公園の中でございます。芝桜を整

備していくということで、今年度、一部実施されているというところでございます。
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以上でございます。 

（山田会長） 

はい。２２番お願いします。 

№２２「ウオーキングリゾートプロジェクト」 

（蔵本健康推進課長） 

   はい。「ウオーキングリゾートプロジェクト」でございます。４月からこの３月にか

けまして「ウオーキング教室の開催」それから１０月に町制１０周年記念の「ゆりは

ま天女おもてなしウオーク」を開催いたしました。事業の目標といたしましては、教

室等の参加者数を４００人以上とするとしておりましたが、最終評価の欄に記載して

おりますとおり、８月のナイトウオークという結構人数規模の大きい大会が台風によ

り中止となりました関係で、目標に対する達成度は７９．８％とさせていただいてお

ります。以上です。 

（山田会長） 

   はい。２２－１お願いします。 

№２２－１「ウオーキングリゾートプロジェクト（ウオーキング・ノルディックウオー

キング大会）」 

（中本企画課長） 

   はい。ウオーキングリゾートプロジェクトの外部の団体の方等にご協力いただいて

やっているウオーキングでございます。１１月９日でございますけども「東郷池秋の

健康散策ウオーキング」を臨海公園の方で実施され１２５名の参加。それと１１月１

５日でございますけども、ＮＰＯ未来の方が「１００㎞ウオーク」ということで燕趙

園をスタートにやっていただきました。参加者１３７名でうち韓国からの参加者が１

４名でございました。それと商工会の方でございますけども「第２回のおもてなしウ

オーク」ということで開催していただきました。参加者は２５１名ということでござ

いました。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。２２－２お願いします。 

№２２－２「東郷湖周“げんきウオーキング”プロジェクト」 

（中本企画課長） 

   はい。「東郷湖周“げんきウオーキング”プロジェクト」ということで、商工会の方

が、先程言いましたけども、実施していただいたところでございます。それで、これ

につきましては、観光商品の造成というようなこととウオーキングを一緒に併せて事

業展開をしていただいたところでございます。それで、１０月より町内観光施設での

「げんき梅」のコーナーを展開されているところでございますし、１０月の２３、２

４日には東京のアンテナショップでの「げんき梅」の店頭販売をされたということで

した。それで、１２月１日に東京で観光商談会マッチングフェアに参加され、エージ

ェントへ「ウオーキングの町湯梨浜」をアピールしておられます。それと１２月１８

日から２０日ですけども、神戸のいしはら商店において「げんき梅」ブランド商品の

販売ＰＲを実施されております。それと「げんき梅」のシリーズをふるさと納税のお
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礼の品のエントリーという形で、同時にギフトセットを作成。販売へ向けての検討を

されております。２月に入りましてからは、「アグリフード EXPO 大阪」への出展。商

品ＰＲやバイヤーとの商談を行われておるところでございます。それと観光商談マッ

チングフェア後のフォローアップ事業を現在されております。それと３月１７日でご

ざいますが、今年度の「東郷湖げんきウオーキングプロジェクト事業報告会」の実施

をされました。それで、この商品開発を今後も進めていくということで、引き続き来

年度もこのような形で、旅館組合と連携しながら推進していく計画でございます。以

上でございます。 

（山田会長） 

   はい。いかがでしょうか。今の資源関係の所でどんな角度からでもあれば。よろし

いですか。それでは、最後、この会議の事だろうと思いますが、２３番お願いします。 

№２３「東郷湖活性化プロジェクト推進会議」 

（中本企画課長） 

   はい。「東郷湖活性化プロジェクト推進会議」でございます。この会議でございます。

第２回会議ということで、本日２７年３月２５日に開催させていただいたところでご

ざいます。２カ月に１回開催している「主要事業進捗確認会議」にて各事業の進捗状

況の確認をしているところでございます。最終評価のところですけども、第２回の推

進会議の結果について、ホームページに公開させていただこうということで思ってい

るところでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。いかがでしょうか。全体を通して何かございますか。よろしいですか。じゃ

あ、次のところで数値目標の説明をお願いします。 

（２）数値目標の達成状況について 

環境分野 

（前田町民課長） 

   はい。環境でございます。東郷池の水質ＣＯＤでございますけども、４．５ｍｇ/ℓ

と数値目標に掲げて活動をして参っております。現在ですけども、２６年度におきま

しては、２月、３月の数値がまだ未公表でございます。あくまでも暫定数値というこ

とで、ご理解いただければと思いますが、２６年度５．８ｍｇ/ℓという状況でござい

ます。以上でございます。 

 （山田会長） 

   観光お願いします。 

 観光分野 

 （清水産業振興課長） 

   観光でございます。宿泊客年間２０万人ということで数値目標を掲げております。

達成状況を見ていただくと分かりますように、２５年度におきましては１７８，２９

６人ということで、出雲大社の遷宮の影響もありまして増えておりました。２６年度

におきましては、その影響がありまして１６５，９４０人ということで１３，０００

人程減となっております。創生事業の中で、これから「地域消費喚起・生活支援型」
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ということで、取組を作っているわけですが、これを達成するためにこのまま２０万

人を目標に頑張りたいというふうに考えておるところでございます。以上です。 

 （山田会長） 

   産業のところをお願いします。 

 産業分野 

 （清水産業振興課長） 

   はい。シジミの漁獲量の年間２００ｔということで書いております。達成状況を見

ていただきますとおり１８年度、２０年度、２１年度あたりは約２００t獲れていた状

況でございます。２５年度からドンと漁獲量が減ったわけでございますが、先程来、

所長さんが言われております平成２４年度海水温の上昇等変化、それと平成２５年度

におきましては、更なる環境の変化によって獲れなかったというようなことがあって、

２７年度におきましては、２４年度産の稚貝が増えるでなかろうかという話を聞いた

ところで、何とか２００tに近づけて参りたいというふうに考えておるところでござい

ます。 

（山田会長） 

   資源の方でございますか。 

（中本課長） 

   資源の方は、先程個々でご説明させていただいておりますので、省略させていただ

きます。 

（山田会長） 

   じゃあ、数値目標に対して何か皆さんの方からございますでしょうか。 

数値目標質疑等 

（西尾中部総合事務所長） 

  １点だけ、環境のところの水質４．５ｍｇ/ℓというのは、東郷湖の基準として設定

されているものが、ここで使ってあると思ったら良いでしょうか。 

（前田町民課長） 

  そうですね。県の水質管理計画が、水質４．５ｍｇ/ℓということですので、それに

合わせているという状況です。 

（山田会長） 

  そこら辺に関しては後ほど意見交換の時に、ご説明いただきながら意見交換したい

と思います。他は何かありますか。じゃあ（３）の来年度の事業計画についてという

ことでお願いします。順番で行きましょうか。要点的にお願いします。 

（３）平成２７年度事業計画について 

№１「水草（セキショウ藻）の移植について」 

（前田町民課長） 

  はい。最初に環境関係でございます。まず、「水草（セキショウ藻）の移植」という

ことで、２７年度におきましても２６年度に引き続き、保護、それから東郷池で増や

す。そういう活動を行っていきたいというふうに考えております。 
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№２「東郷池を守るアダプトプログラム制度の推進」 

（前田町民課長） 

   続いて、№２でございます。「東郷池を守るアダプトプログラム制度の推進」という

ことで、参加団体を現在よりも２団体増ということでは掲げておりますが、団体数よ

りも参加人数を、今後は重視していきたいというふうに考えております。以上でござ

います。 

（山田会長） 

  はい。 

№３「内水面の環境保全」 

（清水産業振興課長） 

  №３でございます。「内水面の環境保全」ということで、平成２６年度と同様に池の

環境保全をするとともに、魚介類の生息域の拡大を図るためのクリーンアップ事業を

実施したいと考えております。以上です。 

（山田会長） 

  はい。４番お願いします。 

№４「稚魚放流調査」 

（中本企画課長） 

  はい。「稚魚の放流調査」でございます。２７年度もサケを飼育し放流を実施してい

きたいと計画しているところでございます。 

（山田会長） 

   はい。続けていきます。５番お願いします。 

№５「池等の産物料理メニュー化促進」 

（清水産業振興課長） 

  はい。「池等の産物料理メニュー化促進」ということで、２６年度と同様に年間宿泊

客数２０万人を目標に、はわい温泉・東郷温泉旅館組合が実施している「スッポン養

殖事業」によるスッポン料理のメニュー化について、旅館組合と協調していくという

ことで、地方創生事業と関わる取り組みについても頑張っていきたいというふうに考

えているところでございます。以上です。 

（山田会長） 

  はい。６番お願いします。 

№６「カニバス事業」 

（清水産業振興課長） 

   「カニバス事業」でございます。これも２６年度と同様でございます。はわい温泉・

東郷温泉旅館組合の事業によります冬季の誘客事業「カニバス」を当年度も実施して

参りたいというふうに考えておるところでございます。 

（山田会長） 

   はい。７番お願いします。 
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№７「特産品販売促進活動」 

（清水産業振興課長） 

   「特産品の販売促進活動」ということで、これにつきましても２６年度と同様に町

の特産品「２０世紀梨」等を使った商品を、東京新橋のアンテナショップ等にイベン

ト出展し、町の魅力を発信するのとあわせて、地元食材を使ったアイスクリームを製

造販売し、町の食の魅力として発信していくというものでございます。 

（山田会長） 

   ８番お願いします。 

№８「観光商品造成戦略活動」 

（清水産業振興課長） 

  はい。「観光商品造成戦略活動」でございます。これも昨年と同様に、町観光協会の

着地型観光商品であります今滝「滝床料理」等の企画、観光ガイドを維持推進し、町

の誘客を推進したいと考えております。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。９番目お願いします。 

№９「燕趙園エリア活性化事業」 

（亀田委員） 

「燕趙園エリア活性化事業」です。２７年度は開園２０周年という節目の年であり

まして、周辺と益々連携を取りながらイベントを開催して、賑わいの創出を図ってい

きたいと思っております。先程もありました「中華コスプレ大会」におきましては、

燕趙園主体でということで進めて参りたいと思います。以上です。 

（山田会長） 

   １０番お願いします。 

№１０「ハワイトライアスロン in ゆりはま」 

（清水産業振興課長） 

   はい。「ハワイトライアスロン inゆりはま大会」でございます。大会は６月２１日

でございます。それに向けて、今、進めているところでございます。協議を通して湯

梨浜町の魅力を情報発信し、地域経済への波及効果及び観光振興を図るという目的で

実施いたします。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。１１番お願いします。 

№１１「ゆりはま夏まつり」 

（中本企画課長） 

   はい。「ゆりはま夏まつり」でございますけども、引き続き２７年度も両方の祭りを

維持していきたいと考えておるところでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

 １２番お願いします。 
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№１２「東郷湖ドラゴンカヌー大会」 

（中本企画課長） 

   「東郷湖ドラゴンカヌー大会」でございますが、２７年８月２３日にハワイ夢広場

を会場に、大会を開催するように予定にされているところでございます。それで、目

標チームは１００チームを目標に、県内外のチームを幅広く募っていくというような

ことでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

  はい。１３番お願いします。    

№１３「水源域森林育成作業」 

（清水産業振興課長） 

「水源域森林育成作業」でございます。２６年度同様に竹林整備事業と併せて、タ

ケノコ生産の振興を図り、里山環境の改善を推進して参りたいというように考えてお

ります。以上でございます。 

（山田会長） 

はい。１４番お願いします。 

№１４「エコファーマーの推進」 

（清水産業振興課長） 

   はい。「エコファーマーの推進」でございます。２６年度と同様に環境に優しい水稲・

果樹経営農業者の育成に努めて参りたいというふうに考えております。水稲のエコフ

ァーマーについては、１０名増を目指したいと。それから、果樹農家に係るエコファ

ーマーにつきましては、認証取得に向けた取り組みを協議して参りたいというふうに

考えているところでございます。以上です。 

（山田会長） 

   はい。１５番お願いします。 

№１５「シジミの生息環境改善対策」 

（清水産業振興課長） 

   「シジミの生息環境改善対策」でございます。これも２６年度と同様に引き続き行

いたいと考えております。シジミの増殖及び湖内の水質浄化のために、東郷池の野花

川付近で覆砂事業を実施します。併せて陸上飼育、そして稚貝の放流を実施したいと

いうふうに考えております。 

 （山田会長） 

   １６番お願いします。 

 №１６「東郷池周辺地域の浸水対策」 

（岸田建設水道課長） 

   「東郷池周辺地域の浸水対策」でございます。これは、継続で実施をしていくもの

となっております。以上です。 

（山田会長） 

  はい。１７番お願いします。 
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№１７「東郷湖周辺道路整備事業」 

（岸田建設水道課長） 

  「東郷湖周道路整備事業」でございます。これにつきましても、引き続いて事業を

進めていく予定としております。以上です。 

（山田会長） 

   はい。１８番目お願いします。 

№１８「東郷荘絵図活用導入事業」 

（山田生涯学習・人権推進課長） 

   はい。「東郷荘絵図活用導入事業」でございますが、平成２６年度に引き続き、周辺

の魅力の再発見、情報発信するために、講演会・講座等を開催していきたいと思いま

す。以上でございます。 

（山田会長） 

  １９番お願いします。 

№１９「東郷湖・未来創造会議（天女のふる里づくり事業）」 

（中本企画課長） 

   はい。「東郷湖・未来創造会議（天女のふる里づくり事業）」でございます。２７年

度でございますが、新たな事業として、先程、町長の挨拶でもありました「天女のモ

ニュメント」の設置を計画しておるところでございます。それと天女伝説を紹介する

本の出版ということで、これも出版していこうというような計画をしております。そ

れと、フラワーロード事業の推進でございますけども、まだ、公園との協議が必要で

ございますけども、公園の中にもう少し花を植えていきたいなということで協議を進

めていこうと計画しているところでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

はい。２０番お願いします。 

№２０「ウオーキングリゾートプロジェクト」 

（蔵本健康推進課長） 

   はい。「ウオーキングリゾートプロジェクト」でございます。実施の方針の所をご覧

いただければと思いますが、４つの◆に記載しております。教室につきましては、例

年どおりの計画でございます。次の韓国との交流につきましては、韓国の関係者との

交流を促進したいと考えております。それから、１０月に予定されております「アジ

アトレイルズカンファレンス」の際に開催されますウオーキングイベントにあわせた

「ゆりはま天女おもてなしウオーク」を開催したいと考えております。それから、ウ

オーキングリゾートをはじめといたします本町の地域資源をＰＲするために、高速バ

スのラッピングを計画しているところでございます。以上です。 

（山田会長） 

   はい。２０－１お願いします。 

№２０－１「ウオーキングリゾートプロジェクト（ウオーキング・ノルディックウオー

キング大会）」 

（中本企画課長） 
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   はい。ウオーキングリゾートでございます。こちらにつきましても、引き続き外部

団体のＳＵＮ-ＩＮ未来１００㎞ウオーク、東郷池秋の健康散策ウオーク、龍鳳閣のま

ちなみグルメウオーキングというような形で進めていく予定でございます。それと健

康推進課長が言いましたけども、「アジアトレイルズカンファレンス」「ワールドトレ

イズカンファレンス」に向けて、今後、県及び１市４町等々一緒になって進めて参り

たいと考えておるところでございます。 

（山田会長） 

   はい。２０－２お願いします。 

№２０－２「東郷湖周“げんきウオーキング”プロジェクト」 

（中本企画課長） 

   はい。「東郷湖周“げんきウオーキング”プロジェクト」ということで、商工会の関

係でございます。商品開発も行われました。それにつきまして、今後推進していくと

いうことで、引き続き行っていただけるというようなことで聞いているところでござ

います。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。２１番お願いします。 

№２１「東郷湖活性化プロジェクト推進会議」 

（中本企画課長） 

   はい。「東郷湖活性化プロジェクト推進会議」でございますが、今後、５月頃の意見

交換会も考えておるところでございますので、その時にはご参加いただきたいという

ことでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。そういうことで、ちょっと大急ぎでしたけども、２７年度計画説明していた

だきましたけども、何かご質問ありますでしょうか。なにか皆さんご質問なり、注文

なりあれば。 

平成２７年度事業計画質疑等 

 （古田委員） 

   １５番の「シジミの生息環境改善対策」でございますけども、計画の中には覆砂と

陸上養殖を支援するという２つの項目が組み込まれておりますけど、先程ご説明させ

ていただきましたけども、現在、水門の操作の高度化、水門操作マニュアルの高度化

というものを東郷湖漁協さん、私ども、それから衛生環境研究所さん、あと、鳥取大

学さん、更に湯梨浜町が入った「東郷湖サロン」というものを一昨年、衛生環境研究

所で開催しまして、いろんな観点から東郷池の水質環境を守りつつ、シジミを増やす

ということで、もう一度シジミを２００ｔ、３００ｔというレベルに、なるべくお金

をかけないで、水門操作の治水操作の範囲の中でコントロールしてできないかという

ことで、既に橋津川と湖内にリアルタイムで取れる水質センサーを備え、有酸素だと

か塩分などをチェックしながら実験を進めております。それで特にキーになるのが「水

門」なものですから、水門操作の管理の点から委託をしております湯梨浜町さんもご

協力いただき、わずか１０ｔのシジミが水門操作によって２００ｔ、３００ｔと爆発
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的に増えるということは、これまでわかっておりますので、是非ともご計画の中に入

れていただければ、町も取り組みやすいかなと思っております。 

 （山田会長） 

   はい。他にいかがでしょう。 

 （中前委員） 

   １６番の東郷池周辺地域の浸水対策なんですけども、県の方が実施主体となって嵩

上げをどんどん進めてきておられるですけども、これも県の役で見させてもらったで

すけど、内水被害がすごい気になっています。道路等は全部上がるですけども、小っ

ちゃい水路は東郷池と繋がっていますよね。それで東郷池が高潮の時なんかは溢れる

ような感じになると。そうした場合に、そっち（東郷池）から入ってくるのとかなん

かで、水門か何かの設置が必要になるのではと思うのですけども、県の方としては、

そういうものは町の方がするようになるだろうという話をしておられたですけども、

それはどういうふうになっているのですか。 

 （山田会長） 

   はい。お願いします。 

（岸田建設水道課長） 

   東郷池自体は２級河川ですので、県が管理すると。それで、内水に対しましては町

がやって行かなければならないということで、県と町で協議といいますか調査を含め

たところで協議をやっておりますので、内水の関係も成果が上がってきておりますの

で、これからどういった格好でいくのか検討を、今後していくということです。 

 （中前委員） 

   何らかの動きはあるということですか。 

 （岸田建設課長） 

   県と一緒になってやっております。 

 （中前委員） 

   わかりました。 

 （西尾中部総合事務所長） 

   ひとつ報告をしておきますと、東郷湖から松崎に入る所にいくつか水門があるんで

すけれども、そこの所の水門は、今、設計をしております。釣具屋さんの所の辺にあ

るのと水明荘の西側のあたりだったでしょうか。そこの２箇所を設計して釣具屋さん

の方は、ほぼ設計が出来たので来年度からでも工事に入ると。まあ、東郷湖側の所は

そういう準備をしている。あと、問題は内側の方の所というのは出てくると思います。 

（中前委員） 

   わかりました。 

 （山田会長） 

   あとはいかがでしょうか。よろしいですか。この２０番の辺にあった「アジアトレ

イルズカンファレンス」とか「ワールドトレイルズカンファレンス」とか、もう少し

補足してのご説明がありますか。 

 （中本企画課長） 
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   「ワールドトレイルズカンファレンス」ということで、ウオーキングのそういう協

会といいますか。そういうものがありまして、韓国が主として協会が動いておられる

わけですけども、それを招致するということで、２８年度に「ワールドトレイルズカ

ンファレンス」というような会合があります。それに合わせて、その前に「アジアト

レイルズカンファレンス」ということでアジア大会を開催するということでございま

す。それで、まず２７年度は「アジアトレイルズカンファレンス」２８年度は「ワー

ルドトレイルズカンファレンス」という形で、湯梨浜町の中でもそのコースの設定が

あるということで、国内の方も参加していただいて、大会を盛り上げていこうという

形で、今、進めているところでございます。 

 （山田会長） 

   今年の１０月の終わりの土日の辺にアジアの部分があって、来年の同じ頃に世界大

会がありますということですね。 

 （中本企画課長） 

   １７、１８日です。 

 （山田会長） 

   ということで、会議だけでなくウオーキングをそこにひっかけてやりたいと。この

中部が舞台です。それで、湯梨浜が一番の舞台になると思います。 

 （西尾中部総合事務所長） 

   燕趙園さんの２０周年という話を、先程出されまして。９番の分ですかね。この２

０周年は何か行事的なものとかですね、何かにあわせて盛り上げようと。そういうふ

うなところというのは、今の段階ではどんなところでしょうか。 

 （亀田委員） 

   単発的なイベントですと、すぐそこで終わってしまいますので、２７年度を通して

「２０周年」という冠をつけて、ロングランでイベントをしてアピールしていきたい

と思っているところです。毎年、夏には２カ月程日本海新聞社さんと一緒になっての

（イベントとして）２６年度は「トミカ」をやりましたけども、２７年度もやるよう

な計画をしていますし、年間を通じてロングランでイベントを組むということで（考

えています）。 

 （山田会長） 

   他にいかがでしょう。よろしいでしょうか。また、ちょっと今日の内容も入るかと

思いますが５の意見交換（１）報告事項の所いきます。「東郷池における住民意識を取

り入れた新たな環境指標について」というので、まず最初に事務局の方からご説明を

お願いします。 

５．意見交換 

（１）報告事項「東郷池における住民意識を取り入れた新たな環境指標について」 

 （中本企画課長） 

   前回の推進会議の中でございますけども、今後は、テーマを決めて意見交換会を実

施してみてはということでございました。それで、今回の意見交換のテーマとして「環

境」ということでございましたので、環境についての皆さんのご意見をお聞きしたい
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なあということでございます。それで、その意見交換会に入る前に、「東郷池における

住民意識を取り入れた新たな環境指標について」ということで、衛生環境研究所の宮

本研究員さんの方にご説明をいただきたいなと思っております。その後、私の方が資

料１とかつけておりますけども、どういったものかということを、若干、ご説明させ

ていただきたいと思います。以上です。 

（山田会長） 

   はい。じゃあ、お願いします。 

 （衛生研究所宮本上席研究員） 

   はい。県衛生環境研究所の宮本です。今回、３年事業の最終報告となります。私達

の方では「わかりやすい環境指標」ということで、水の色に注目しまして、その有効

性を評価したところです。大きく分かったことが３点あります。まず、１点目として、

水の色というのは、ＣＯＤを含む多くの水質の指標になり得るということが分かりま

して、ちょっとこの図を見てください。水が最も良い時は黄緑色。そして、最も悪い

時は茶色のような色となると。そして注目すべきは、水質が良い時の黄緑色というの

は、東郷池の第一期の計画目標値であるＣＯＤ４．５をほぼ満たすということが分か

ったことです。環境面だけでなく、住民さんの意識の方についても調査を行いました。

その結果、この黄緑色が東郷池の色として相応しいという意見が、アンケートの全回

答の４０％占めるということが分かりました。そして、最後に黄緑色というのは東郷

池の本来の色で、１０１年前に調べられた色とほぼ同じということが分かりまして、

以上を踏まえて東郷池にふさわしい色として黄緑色というのを簡易指標に使えるので

はないかなということを、我々は結論を付けました。以上です。 

 （山田会長） 

   じゃあ、中本課長の方から。 

 （中本企画課長） 

   はい。そうしますと、環境指標という形で、先程この推進会議の中でもＣＯＤの目

標値を４．５というような形で、東郷湖の水質管理計画の中で示されている値が４．

５ということで、設定させていただいているところでございます。それで、どういう

指標なのかなということで、なかなかこれというものはないわけですけども、環境省

が出している「生活環境の保全に関する環境基準」というものがございましたので、

参考にということで、今日はこれをつけさせていただきました。例えば一番上でござ

いますけども、化学的酸素要求量ＣＯＤでございます。また、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃとい

う形で項目類型の基準がございます。その中で例えば、ＡＡでいきますと１ｍｇ/ℓ以

下、Ａでいくと３ｍｇ/ℓ、Ｂでいくと５ｍｇ/ℓ以下、Ｃでいくと８ｍｇ/ℓ 以下という

ような形での環境省が出している環境基準がございます。それで、利用目的の方を見

ていただくと、どういうものに適応性が有るのかということで、Ａでいいますと水道

の２級、３級、水産でいくと２級というような形のものが出ておりました。それで、

Ｂでいきますと水産３級、工業用水１級及びＣの欄に掲げるもの。Ｃでいきますと工

業用水２級、環境保全ということでございます。それで、利用目的の適応性という所

がどういう内容かというのが下の方の注意書きの方でございます。水道１級というの
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は、ろ過等による簡易な浄水操作を行うものということで、まあ、まあ飲めるのだろ

うと。ろ過程度でできるというような水質と同等なきれいな水だというようなことが

いえるのかなと思います。それで、水道２級３級については沈殿ろ過等をするという

ことで、前処理等の伴う高度な浄水操作を行うというような水ということになってい

ます。それで、水産１級、２級、３級というのがございます。水産１級というものは

ＣＯＤでいきますと、１ｍｇ/ℓ 以下のようでございますが、ヒメマス等貧栄養湖型の

水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用が住める状況というよう

なことでございます。水産２級につきましては、サケ科魚類及びアユ等の水産生物用

というようなことでございます。水産３級というものは、コイ、フナ等富栄養湖型の

水域の水産生物用というようなことで、まあ、資料としては出ているということで、

この意見交換会の中で参考として出させていただいたところでございます。それで、

次のページにつきましては、窒素とかリン及び亜鉛とかというようなものがございま

したので、これにつきましてもつけさせていただきました。窒素、リンにつきまして

も、今のような類型としてはⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴということで、利用目的の適応性に

ついても水道１級とかというような形で出ております。東郷池等につきましても、窒

素、リン等も計測されておりまして、環境基準には今の定点的な観測数値でいけば、

適応しているのかなというようなことが見れるということでございます。それで、ま

あ、次のウの方につきましても、水生生物の生息状況の適応性ということで、生物Ａ、

生物特Ａとか生物Ｂとかということで、どういうものがこのような水域で生息するの

かなということで参考にということでお示しさせていただいたところでございます。

以上でございます。 

（山田会長） 

   はい。ということで、環境の基準とか色の話がありましたけども、どんな角度から

でも結構ですので、ご質問あるいはご意見でもあれば。１０１年前の調査ということ

は大正時代の調査ということですか。それは、ちゃんと調査があるんですか。 

 （衛生研究所宮本上席研究員） 

   東郷池で最も古い値が残されたデータです。田中阿歌麿先生という陸水学会の創始

者が、その時に日本全国の湖沼を回られた時に調査の一環として、色々やった時の情

報が残っています。 

 （尾崎順一委員） 

   この緑色はきれいなんですけども、肉眼で見た場合の判断ということですか。 

 （衛生研究所宮本上席研究員） 

   はい。そういうふうになります。逆に言えばパッと見てわからないと感じ取ること

になりませんので。 

 （尾崎順一委員） 

   科学的になんとかではなくて、見た目が「緑ですよ」「茶色ですよ」での評価ですか。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  まさにそのとおりです。 

（尾﨑順一委員） 
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  はい。わかりました。 

（山田会長） 

  でも、この水の色って天気と関係しませんか。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  寧ろ背景の色に引っ張られている等がありますので、私達は白い板を沈めてそこの

反射で…。 

（山田会長） 

  そこで見るわけですか。 

（尾﨑順一委員） 

  曇った日と晴れた日では全く色が違いますか。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  背景の色の影響が強いですので。 

（尾崎順一委員） 

  白い物に反射すれば、だいたい同じ条件になっているということですか。晴れても

曇っても。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  色の傾向は変わらないです。 

（尾崎順一委員） 

  はい。ありがとうございました。 

（山田会長） 

  いかがでしょう。我々、数値目標をずっと４．５ということでやってきて、現在５．

８だったでしょうかね暫定数値で、そこら辺がやっぱり４．５を目指すべきなのか、

あるいは、その他の視点が何なんだろうということも含めて、ここで結論がどうだと

いうことではなくて、皆さんの意見をいろいろな角度からおっしゃっていただければ

結構ですし、日頃思っておられることでも。 

（遠藤委員） 

  この４．５というのが、シジミが繁殖しやすいということと関係してくるわけです

か。若しくはその他の魚、例えばウナギとかが獲れるとか、夏季の環境とかにも良い

わけですか。 

（古田委員） 

  まあ、水産３級ということで湖沼型ですので、シジミが成育できるとは思いますけ

ども、今の湖山池はこれ（水の色）でいくと茶色の水なんですが、それと東郷池のシ

ジミの成長を比較すると、製品サイズになるのに東郷池は３年ですけど湖山池は２年

と。決してきれいだとシジミが成育するというんじゃなくて、珪藻というエサが、珪

藻というのは茶色ですので、珪藻というエサがあるかということが関係しますけど、

ただ、そうはいっても他の水質の事もありますし、見た目の事もありますし、臭いの

事もありますので、水産３級というところで、実施には清掃が重要かなと思います。 

 

（遠藤委員） 
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  ということは、必ずしも４．５、きれいな水が一番シジミにとって良いというわけ

ではないということですか。 

（古田委員） 

  成長の速度からいうとです。エサが多いか少ないかという、まあ、珪藻という植物

プランクトンが多いかどうかというのが、成長には関係してくるということで、全国

的に見ると、３年で製品サイズになるのは普通です。湖山池は異常に早いと。 

（山田会長） 

  湖山池のＣＯＤ値はどれくらいなんですか。茶色ということはどういうことなんで

すか。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  湖山池とは塩分が違いますので、プランクトン層が変わっていくと、色がどうして

も茶色になるので。 

（山田会長） 

  ああ、そうですか。このＣＯＤはどれくらいなんですか。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  ＣＯＤはやや高いくらいです。単なる有機酸素の量と必ずしも一致するとは限りま

せん。 

（古田委員） 

  現在、湖山池も東郷湖レベルを目指しています。 

（遠藤委員） 

  湖山池のシジミって市販されているんですか。 

（古田委員） 

  去年の４月からシジミ漁業が生まれました。 

（尾﨑公栄委員） 

  ここの稚貝が何年か前に行っているっていう話だったんじゃないですか。前の組合

長さんが、湖山池の漁協の方にいくらか（提供した）とかって本人から聞いたことが

あるんですけど。 

（古田委員） 

  そうですね。 

（尾﨑公栄委員） 

  先月だったかなあ。（湖山池のシジミを）頂いておりまして、大きいです。東郷池の

よりも大きいと思いました。 

（古田委員） 

  東郷池のシジミの親を移殖しまして、管理場所に。塩分がよく来るところに池縁に

移殖して囲いで管理してということで、東郷湖漁協さんの協力により実施したという

ことです。 

（山田会長） 

  ここの先程見せていただいたデータで、水浴っていうのはＡランクで（ＣＯＤが）

３以下になっているんですが、トライアスロンで泳いでいる人たちの東郷池の印象は
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どうなんですか。 

（清水産業振興課長） 

  選手の方からは、あまりきれいではないというような印象はやっぱり持っておられ

ます。 

（尾﨑公栄委員） 

  私の息子が選手として参加していまして言っているんですけど、上がった後に自転

車に乗って乾いてくると泥臭いっていうか、ヘドロ臭いっていうかだんだん匂いがし

てくると言っていました。 

（山田会長） 

  要は色々な角度から東郷池をどう考えたら良いかっていうことを皆さんで議論して

いただければ良いということで、生態系の問題やあるいはそこで生活していく方の問

題やいろいろな角度で、どこが良いのかという話ですね。 

（福楽委員） 

  今、東郷池の周りをタモを持って、白魚獲りをしておられますけども、あれはその 

まま食べても大丈夫でしょうか。 

（尾﨑順一委員） 

  大丈夫だと思いますよ。東郷池には塩分が入っておりまして、フナとかですねそう

いった池魚が非常に臭味が無くなりまして、海水が入りますと海の魚のような感じに

なりまして、臭味が全く、泥臭いというのが無くなりまして、白魚も海から上がって

きますので、その点では大丈夫かと思います。そういった点で非常に泥臭いといった

話が先程もありましたけども、その点は解消されつつあるということでございます。 

（中本企画課長） 

  先ほど言いました環境基準の方で言いますと、環境基準のＣの所に環境保全という

のがあると思いますが、これにつきまして下の５番を見てみますと国民の日常生活に

おいて不快感を生じない限度だということでいきますので、数値から見ますと不快感

を感じないとなりますが、やはり、衛生環境研究所さんの宮本研究員さんも調査して

おられる五感というところが相当あるのかなという、今のちょっと汚れているとか、

臭いとかいうところにあるのかなあと意見交換しながら聞いていたんですけども、五

感的な所で調べた結果はどうですか。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  私どもが聞き取りをするのは、基本的に水に入らない方で、一般の観光者の方のイ

メージです。それで、取った方の意見を伺いますと、臭いに関するネガティブな意見

は皆無でした。だから、池とどういうふうに接するか、まあ、利活用の仕方によって

受けるイメージは変わってくるということがありますので、どういうふうに池を利活

用するかっていうことを踏まえて検討した方が良いような気がします。 

（山田会長） 

  はい。色の資料を出していただいたんですが、現在はどれぐらいの色と見たらいい

んですか。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 
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  今はちょっと茶色がかっている状況です。それには、ちょっと根拠がありまして、

春先は珪藻の発生期にあたりますので、茶色がかることがあります。 

（山田会長） 

  いろいろな要素があるんですね。 

（衛生研究所宮本上席研究員） 

  それで、ちょっとほかの大学の先生とも話をしたんですけど、人間の目はそもそも

緑色に最も感度が良く視細胞が出来ていますので、どこの池でも水の色が良い所では

緑っぽく見えるというお話でした。普遍性がある色だと思います。 

（山田会長） 

  他はいかがでしょう。また折に触れて色々なご意見を伺わせていただければと思い

ます。 

（中本企画課長） 

  （資料を提示したのは）目標の４．５というのがどういう数値なのかというのを認

識いただけたらなということでございます。 

（山田会長） 

  そういったことを、皆で認識し合ったということでしょうか。それで、もう一つち

ょっとお話をということで、地方創生の辺のところの話をしてください。 

６その他 

（１）地方創生について 

（中本企画課長） 

   今回、この東郷湖活性化プロジェクトの場をお借りしてでございますけども、町の

方が今回、創生事業の方で経済対策も含めてでございますが「地域住民生活等緊急支

援のための交付金」という形で２月に補正を行いまして、このことについて若干、ご

説明させていただきたいと思いますので、資料２というものを見ていただきたいと思

います。今回の緊急支援の交付金ということで２つございました。「地域消費喚起・生

活支援型」と「地方創生先行型」というものでございます。まず、消費喚起の生活支

援型ということで、町の方には４１，１３２千円というような形での交付金が交付さ

れるということでございます。事業として現在進めておりますのが、まず１の「プレ

ミアム商品券の発行」ということで、１冊１０，０００円で１２，０００円分の商品

券を８，０００冊提供していく。町内の方１人５冊を限度として商品券を発行しよう

と考えております。２番が「低所得者向けの商品券助成事業」ということで５，００

０円の商品券を交付するということで、１，６００世帯でございます。対象につきま

しては、生活保護世帯等、それからその他のところでありますけども、住民税非課税

世帯ということでございます。１，６００世帯にこれを助成するものでございます。

３番でございます。「多子世帯応援商品券交付事業」ということで、１８歳未満の児童

が３人以上いる世帯に対して５，０００円商品券を交付しますということで、３５０

世帯を計画しているところでございます。４番でございます。「プレミアム付道の駅等

商品券発行事業」ということで、町の方では未来創造会議天女のふる里づくり事業で

もございますけども、森・里・海連環の事業も展開しているところで、その中での道
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の駅等での買い物の出来る商品券を出していこうと考えているところでございます。

１冊５，０００円で６，０００円分の商品券を発行ということで、２，０００冊であ

りますが発行していこうと。そして、道の駅、海の駅、池の駅、町の駅、山の駅とい

うことで、以下の販売店の所で、この商品を販売していこうということです。道の駅

はわい、道の駅燕趙園、湯梨浜振興、サカナクワイ屋、Caféippo、パニーニ、龍鳳閣、

よどや、三八市、センコー・スクールファームで使用できる商品券を発行していこう

というものでございます。５番の「ゆりはま旅行温泉宿宿泊利用助成事業」という形

で、本町のイベントに参加する宿泊費を助成していこうということで、宿泊されたイ

ベント参加者に３，０００円の助成をしていこうということを考えているところでご

ざいます。それと旅館等での同窓会２０人以上で参加した場合に、参加者に対して助

成を行っていこうと。同窓会の総会を開催される場合には、それに対して助成を行っ

ていくというようなことを計画しております。そして、６番「健康推進・スポーツ振

興助成事業」という形で、スポーツ用品の購入費助成ということでございます。グラ

ウンドゴルフのクラブの購入として２，０００円を助成していこうということでござ

いますし、ノルディックウオーキングのポールも、これにつきましても２，０００円

助成していこうと考えております。それと健康増進、生涯スポーツの施設利用助成と

いう形で、龍鳳閣、ゆ～タウン、潮風の丘の年会費、回数券に対して助成金を、２割

ですけども出していこうというもので、これらが「地域消費喚起・生活支援型」とい

うことで、現在事務を進めているところでございます。それと「地方創生先行型」で

ございます。これにつきましては、交付金という形で、３２，６６４千円というよう

な形で交付されます。計画といたしましては、地方創生総合戦略の策定ということで、

これは総合戦略を策定するという経費的なものでございますので、説明は省略させて

いただきます。次でございますけども、「グラウンドゴルフの国際化促進事業」という

ことでございます。本町が発祥地であるグラウンドゴルフの国際化を図っていくとい

うことで、海外プロモーションの活動とか多言語化プロモーションＣＤ普及啓発用の

多言語チラシの作成、それと海外選手の招聘を計画しているところでございます。次

が「ウオーキング・リゾートの推進事業」ということで、これにつきましては、ウオ

ーキングリゾート構想の一環として、先程言いました「アジアトレイルズカンファレ

ンス」の湯梨浜町ウオーキングコースにおいて、参加者へのおもてなし事業を実施と

いうことと、大韓ウオーキング連盟との相互派遣交流プロモーションを行い、韓国か

らの入り込み客の増を図っていきましょうと。それと最後に高速バスに本町観光のＰ

Ｒラッピングを行うということで計画しているところでございます。それと４番でご

ざいます。「観光関連施設情報環境整備事業ということで、Wi-fi の整備でございます。

町内の観光施設という形で、旅館とか喫茶店等で Wi-fi を整備される事業者さんに対

して、Wi-fi 設置に対しての助成を図っていこうということを計画しているところでご

ざいます。例えば、事業費が５０，０００円までであれば、１０/１０で助成しましょ

うというようなことを計画しているところでございます。５番につきましては「ワー

ルドトレイルズカンファレンス実行委員会負担金」ということで、アジアトレイルズ

カンファレンス負担金とワールドトレイルズカンファレンスという形での実行委員会
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が出来ましたので、そちらの方に負担金を出していこうというようなことでございま

す。次が６番「名探偵コナン・ミステリーツアー」ということで、これにつきまして

も、広域的な取組として、県、市町村、JR、観光団体等による実行委員会の方に、コ

ナンミステリーツアーという形で、駅を利用した発信をしていくということで、これ

につきましても負担金を出していくというところでございます。７番につきましては、

「IJU ターンの促進」ということで、移住定住相談会への積極的な参加と、移住情報を

一元化したパンフレットを作成して、今後、魅力発信を図っていこうと思っています。

８番「空き家情報バンクの活用促進」ということで、空き家情報バンク登録物件に町

外者が転入する場合に、空き家所有者が改修等を行う費用を助成するということでご

ざいます。次が「若者夫婦・子育て世代住宅支援事業」ということで、３５歳以下の

夫婦、中学生以下の子どもが２名以上いる夫婦が住宅新築や購入をした場合に助成金

を出していこうということでございます。一応、上限としては５０万円。それと、土

地開発公社の方の分譲地の場合は１００万円の助成を出していこうということで計画

しているところでございます。次のページでございますけども「家庭子育て支援事業」

ということでございます。低年齢児の子育て支援ということで、育児休業給付のない

父又は母親への子育て支援ということでございます。年間４０世帯を予定しています

けども、１世帯あたり３万円を１２カ月。１年分でございますが出していこうという

ような形で計画しています。それと「ワークライフバランスのセミナー」ということ

で、中小企業者、人事・労務担当者、一般労働者に対してワークライフバランスのセ

ミナーを開催し、企業の就労規則の制定とか育児休業制度の制定を促進するというこ

とで、セミナーを開催していきたいと考えております。それと「ゆりはまじげ産業支

援事業」という形で、湯梨浜町の温泉水を活用したスッポン養殖事業などの新商品開

発とか６次産業化ということでございます。それで、今回の先行型といたしましては、

スッポン養殖、サカナクワイ屋等への業務拡張を支援するということでございます。

次は「アロハカーニバル事業」ということで、２６年度アロハカーニバルを実施して

きました。それにつきましても、今後、広げていこうということで、また、新メニュ

ーの開発とかイベント費用という形で計上させていただいたところでございます。次

は「農産物の販路拡大、ブランド化」ということで、湯梨浜町の２０世紀梨を初めと

する農産物・加工品の新たな販路拡大ということでブランドセールスを図るため、海

外トップセールスに香港等に行かれるということを聞いておりますし、国際フォーラ

ム等の出展参加等を積極的に推進して、町内農産物・加工品の新たな販路拡大を図る

ということで、海外プロモーション経費、国内プロモーション経費ということで計上

させていただいております。次が、「防災対策特別強化事業」ということで、各集落防

災意識高揚と地域住民が主体的・意欲的に自助・共助に取り組む支援策として、防災

対策に深く関っておられた自衛隊ＯＢを防災指導員として配置するということで、そ

の人件費を計上しています。それと「介護予防・健康づくりリーダーゆりりんメイト

養成事業」ということで、介護予防の活動、健康づくりの活動の指導推進・支援を行

うボランティアを養成するということで、地域の方に講座を受けていただいて、リー

ダー養成を図っていくということで考えているところでございます。それと、最後で
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ございますが「小地域拠点集会所等バリアフリー事業」ということで、地域の自治公

民館、集会所等で、地域交流の拠点としてバリアフリー化の改修を行う公民館等に助

成金を出していこうということで、上限１００万円の２/３で５集落分を今回の補正に

計上という形で計画をさせていただいたということでございます。それで、最初の方

の「生活支援型」というのは、この補正で終わると思いますけども、今後、５年間か

けて「地方創生戦略」というものを９月末に向けてではございますが、計画を立てて

いこうということで、人口減少対策に対する総合的な戦略ということで、皆さんの方

には５月開催する予定としていますけども、人口減少対策に対してこういう案がある

ぞというようなことがございましたら、その節にお伺いしたいということでございま

す。それで、また、こういうことで考えているというようなことを骨子のような物も

早めに作っていかなければならないわけですが、骨子等も会合までにできましたら、

お示ししてご意見をいただきたいということでございます。本日でも、ご意見があれ

ばお伺いしたいと思います。以上です。 

（山田会長） 

   はい。ちょっと確認ですけども、今ご説明のあった「生活支援型」というのは、い

つからいつまでの事なんですか。 

 （中本企画課長） 

   ２７年度いっぱいとなると思います。繰越事業でありまして、もうすでに事務に取

りかかっているものでございます。実際は、サービスの提供は４月１日からとなると

思います。 

 （山田会長） 

   ４月から向こう１年間ということですか。 

 （中本企画課長） 

   はい。そのような形で動いております。 

 （山田会長） 

   下の「先行型」というのは、先程おっしゃっていた５カ年ぐらいでいくんですか。 

 （中本企画課長） 

   まず、全体の戦略としては５カ年となっておりますけども、今お示ししました３，

２００万というものは、２７年度のみとなります。 

 （山田会長） 

   この１年のみということですね。何かご質問等ありましたら。 

 （宮脇町長） 

   今、課長が説明しましたけども、資料の「地域消費喚起・生活支援型」というのは、

要するにデフレ克服対策で、政府が力を入れて臨時的にやるものだと考えてもらえば

良いですし、地方創生先行型というのは、１２月２７日に国が閣議決定して、国の総

合戦略というものを５年間かけて、さっきの人口減少克服を東京の人口を地方に持っ

ていって、事業所も地方に持っていってというような格好で、地方の再生をして、人

口を維持して、持続的発展が可能な国を作るという大目標のために、５年間でやるこ

とを総合戦略で定めると。それで、県も国と同じように地方版のそれを定めるとなっ
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ています。県の方は、現段階で既に骨子の方は作成しております。それで秋に向けて

これを作り上げていくと。それで町も同じようなタイムテーブルでそれを実現したい

と考えております。それで、その際になるべく産業界、それから行政、学識経験者、

それから金融機関、言論界、労働団体といった、そういう方たちを含めた委員会を組

織して、どうやってそういう町を作っていくかという選定をするわけですけども、ま

あ、今回は一応役場の中だけで「こういったものをやっていこうよ」というものを職

員から意見を吸い上げたりして、そういったものを「先行分」として挙げていると。

これから、その骨子なり本格的な戦略の策定に向かっていくと。まあ、この資料を見

ていただければわかりますように、第１次産業の後継者も含めた振興ですとか、ある

いは雇用と就労の場をどう作るかといった部分について、本質的なものが欠けている

ようなこともお感じになった方もあろうかと思います。まあ、これは１つには、既に

国とかの補助事業があるものについては、この地方創生とは別枠でその補助事業でや

りなさいよという感覚になっており、外れている部分がありますし、まあ、実際上そ

れ以外にどういうことをやっていくかと湯梨浜にあったものはどういったことがあり

得るかということの戦略なり、目標なりがつかめていないという現状があるせいもあ

ろうかと思いますけども、その辺のご意見を皆さんの方からも、是非、具体的な提案

として聞かせていただければ、それを参考に作ってみてはどうかな、活かしていただ

ければというようなイメージでお願いするものです。 

 （長谷岡委員） 

   ５番のゆりはま温泉宿の助成事業なんですが、②の温泉宿の同窓会なんですがこれ

は事業所の会で使うことはできないですか。 

 （宮脇町長） 

   これは、予算の関係もあって、１つは温泉宿の支援というものを。まあ、湯梨浜町

内で全国大会をいくつもやっていますが、来られた方が必ずしも湯梨浜の温泉に泊ま

られるということではなくて、料金の安いビジネスホテル等に泊まったりすると。県

外から来られる方については、やっぱり湯梨浜の温泉宿に泊まってみていただいて、

良さを実感していたただいて、地域雇用に結びつけばというようなことで、１泊につ

き３，０００円ということを考えついたんですが、これを全体的に議会に説明した時

に「でもみんながフィードバックするようなことにはならないですよね」と。この温

泉部分について町民のためにフィードバックする部分があってもいいのではないかな

ということで、同級会をやっていただく方に助成すればと。そうしたら、ふる里に帰

って参加される方の助けにもなるというような関係で宿泊とは切り離した形で計画し

ました。 

（山田会長） 

   いくらぐらいの助成なんですか。 

（宮脇町長） 

   ひとり２，０００円です。２０人だったら４０，０００円。３０人だったら６０，

０００円となります。 

（山田会長） 
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   ほかにありますか。本質的な事は、先程町長さんが言われたように次回の時に湯梨

浜をどうしたらいいのかなという意見を、気楽な立場で教えていただければなと思い

ますので、次回は活性化プロジェクト＋この創生の部分についても意見を伺わせてい

ただきたい。もちろんそれが町と重複したら、それはそれで良いということで、準備

しておいてください。でも、今日これをいっておきたいということがあれば。事務局

何かありますか。じゃあ、次回は概ね５月の下旬ぐらいでこの活性化プロジェクト＋

地方創生についてもご意見を伺う会にしたいと思いますのでよろしくお願いします。

ちょうどお約束の時間となりましたので、これで終わらせていただきます。ありがと

うございました。 

 

 


